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I 信濃町の環境と遺跡
1.自 然的環境

長野県上水内郡信濃町は長野県の北端に位置し、新潟県妙高市と県境を接している。日本海に面した海岸平野
の高田平野と、内陸盆地の長野盆地との間にあたり、西には北から妙高、黒姫、飯縄火山、東には斑尾火山がそ
びえている。これらの火山に挟まれた地域には、標高650～ 750mの起伏に富んだ高原状の台地が広がっている。
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図 1 調査地の位置 (信濃町役場平成18年 7月 作成1/50,000地 形図を使用)※番号は表 1に対応
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表 1 平成20年度に調査した遺跡一覧

恥 遺 跡 名 よ  み 原 因 調査方法 調査面積 調査期間 出土点数 発掘届日 終了届日

菅川B すがかわび― 休憩所建設 立会 (195ぷ ) 0点 6/6

家老路城跡 かろうじじようあと 防護柵設置 立会 (54ぷ ) 10/27 0点

神山B かみやまび― 個人住宅建設 試掘 14.Ord 11/26-12/1 4点 10/31

照月台 しょうげつだい 公園整備 立会 (1,933だ ) 10/15 0点

照月台 しょうげつだい 個人住宅建設 立会 (225ぷ ) 11/21 0点

清明台 せいめいだい 車庫建設 立会 (82ぷ ) 5/16 0点 3/14

上ノ原 うえのはら 倉庫建設 立会 (220ぷ ) 6/17 0点 6/10

東裏 ひがしうら 個人住宅建設 立会 (770ボ ) 5/23 0点 4/18

東裏 ひがしうら 車庫建設 立会 (34ゴ ) 10/3 0点 9/22

落影 (五厘山) おちかげ (ごりんやま) 倉庫建設 立会 (105ぷ ) 10/27 0点 9/18

霊仙寺 りようぜんじ 倉庫建設 立会 (46ボ ) 5/14 0点 5/7

※調査面積の内、( )内 の数字は調査対象面積

西側の 3つの火山では、南に位置する飯縄山が最も古く、12か ら13万年前には活動を終了している。黒姫山は

古期の活動が16か ら11万年前で、新期の活動がおよそ 6万年前に活発になり、 3万年前頃には活動が衰えている。

妙高山は新期の活動が10万年前頃にはじまり、約6000年前に中央火口丘が形成され、現在に至っている。これら

3つの火山の活発な活動により、各火山体の東側一帯には火山灰層が広く厚く分布している。中部更新統の火山

灰層は20～ 30m、 上部更新統の火山灰層は10m程である。東側の斑尾山は西側の火山よりも古く、およそ30万年

前には活動を終えていたと考えられている。この斑尾山の西麓に広がる緩やかな起伏の地形を、黒姫火山の崩壊

によって生じた池尻川岩屑なだれ堆積物がせき止めたことにより、およそ 7万年前に野尻湖の原型が誕生した。

現在の野尻湖は面積が3.96km2で、水面の標高が654mで ある。こうした東西の火山に挟まれて低地帯があり、主

に後期更新世から完新世の湖沼・河川堆積物からなる丘陵、段丘、低湿地などが人びとの居住域となっている。

野尻湖の水は池尻川から西へ流れ出し、北へ向きを変えて関川に合流し、日本海へ注ぐ。長野市戸隠を水源と

する鳥居川は南西方向へ流れ、千曲川と合流し、信濃川となって日本海へ注ぐ。二つの水系の分水嶺は現在の上

信越自動車道信濃町インターチェンジ付近と考えられるが、この辺りはなだらかな高原状の地形となっている。

現在人々が暮らす居住域は標高700m前後の地域で、日本海側の気候に属し、冬期は寒冷で多雪、夏期は比較

的冷涼で、避暑地として利用されている。

2.歴史的環境
信濃町は前述のような地形の特徴により、日本海側と内陸部をつなぐ交通の要所にあたるため、古くから人々

の往来が盛んであった。野尻湖西岸の湖底に広がる立が鼻遺跡はおよそ4万年前の狩猟・解体場 (キルサイト)

と考えられており、野尻湖西岸をナウマンゾウとそれを追う旧石器人が往来したと考えられる。野尻湖周辺には

旧石器時代～縄文時代草創期の遺跡が40ヶ所あり、その遺跡のまとまりは野尻湖遺跡群と称されている。構成す

る遺跡はそれぞれ面積が広く、遺物分布の密度も高くて、野尻湖の西に連なる丘陵上はとぎれることなく遺跡が

つながっているような印象を受ける。近年、上信越自動車道建設や国道18号線の改築工事などにより、長野県埋

蔵文化財センターや信濃町教育委員会によって多数の遺跡で広範囲に渡って発掘調査がおこなわれ、膨大な数の

遺物が得られている。それらの遺物をもとに近年、野尻湖遺跡群の編年が提示されている (谷,2007)。 石器石

材や石器製作技術は多様で、そうした石器の内容から、各方面からの人々の流入がうかがえる。

古代では東山道支道が通っていたと推定されている。また、江戸時代には北国街道が整備され、加賀金沢藩の

参勤交代や、佐渡からの金銀の運搬など、重要な街道として利用されていた。現在も国道18号線、上信越自動車

道、」R信越本線が通り、交通の要所であることに変わりはない。また、関川がかつての信濃と越後の国ざかvヽ

となっていたため、こうした歴史的な地理的条件も備えた地域でもある。中世の山城が多いことも、交通の要所

として争奪戦がおこなわれた地であることを物語っている。                 、

信濃町には現在までに173ヶ 所の遺跡が知られているが (信濃町教育委員会,2003a)、 時代により遺跡数の変

遷にその特徴が見出せる。①旧石器時代の遺跡が集中する。,②縄文時代では草創期、早期の遺跡数が多く、前期

以降の遺跡数は少なくなる。特に中期が少ない。③弥生時代、古墳時代の遺跡数は少なく、平安時代になると遺

跡数が増加する。
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I 調査の内容及び成果
個人住宅建設に伴う発掘調査と大規模開発に係る試掘調査・確認調査を対象として事業を実施した結果、平
成20年度は1lヶ 所の開発行為に対して調査等を実施した (図 1、 表 1)。 調査方法の内訳は、試掘調査が 1件で、
残り10件は工事立会である。試掘調査の結果から本調査へ移行する遺跡はなかった。原因では個人住宅及び個人
住宅用倉庫・車庫建設が 8件、道路脇防護柵設置、公園整備、休憩所建設が各 1件となっている。昨年の19件に
比して件数は減少した。また、実際に調査に至った遺跡はlヶ所と少なく、得られた遺物の点数も少量であった。
以下に調査の内容と成果を記述する。

1.菅川 B遺跡
A.概要
所在地    信濃町大字古海4013-2
原因 休憩所建設

調査方法   工事立会
調査面積   195ゴ (工事面積)
調査日 平成20年 6月 28日

出土遺物点数 0点
B.遺跡の環境と調査に至る経緯、調査の結果
斑尾山西麓の野尻湖に面した扇状地に菅川の集落

があるが、集落のはずれのいちばん標高の高い位置

に菅川神社があり、その周辺が菅川B遺跡となって
いる。『信濃町の遺跡分布図』では縄文と平安の遺

跡とされている (信濃町教育委員会,2003a)。 この遺跡ではこ

れまでに発掘調査がおこなわれたことがなく、遺跡の詳細は不

明であった。

この遺跡内で、菅川神社に隣接して休憩所の建設が計画され

た (図 2)。 建設予定地はかつて建物があった場所とほぼ同じ

位置にあたる。以前の建物建設及びその撤去による工事のため、

遺跡が残されている範囲は少ないものと考えられ、工事立会と

した。遺物包含層は残されておらず、遺構や遺物が確認できな

かったことから、調査を終了した。

2.家老路城跡
A.概要
所在地

調査方法

原因

調査面積

調査日

信濃町大字野尻字舟瀬231-3

工事立会

落石防護柵設置

54ゴ (工事面積 )

平成20年 10月 27日

出土遺物点数 0点
B口 遺跡の環境と調査に至る経緯、調査の結果

野尻湖の北岸のほぼ中央部に南へ張り出す樅ヶ崎

と呼ばれる岬があるが、この岬の頂部付近の緩傾斜

地一帯が家老路城跡となっている。中世の山城とさ

れているが、詳細は不明である。

遺跡内を野尻湖周遊道路が横断しているが、その

道路沿いで崖崩れがおきており、道路脇に落石防護

柵を設置するという工事が計画された (図 3)。 事

前に現地踏査したところ、崖の崩落により遺跡は残

されていないものと判断されたため、工事立会とし、

3/〃/枡

草
菅川B遺跡の範囲と調査地の位置

菅川 B遺跡 工事立会
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状況の確認をおこなって終了した。

3口 神山 B遺跡 (2008個人住宅地点)

A口 概要

所在地    信濃町大字野尻字神山453-2
原因 個人住宅建設

調査方法   試掘調査
調査面積   14。 0ゴ

調査期間   平成20年 11月 26日 ～12月 1日
出土遺物点数 4点
B.遺跡の環境と調査に至る経緯

神山B遺跡は野尻湖の西側に位置する神山と呼ばれ

る小高い山地から北東方向へ伸びる尾根上に位置する。

神山一帯は雑木林に囲まれた別荘地となっている。

別荘地内で水明台と呼ばれる地域の一角に個人住宅

(別荘)の建設が計画された (図 4)。 建設地は丘陵状

の地形の頂部付近の緩傾斜地であった。この遺跡内で

過去に発掘調査は実施されておらず、遺跡の状況は不

明であったため、試掘調査を実施することとした。建

物は63ゴであったが、138ゴ を切 り土により平坦に造

成する計画のため138ゴを調査対象とした。

C口 調査の方法

造成が計画されている範囲内に試掘 トレンチを設定

した。調査範囲内は事前に木の伐採が終了していたが、

切り株は残っていたため、それを避けるように5～ 7

mの間隔をあけて1.5× 0.8mの試掘 トレンチを8ヶ 所

(TP-1～ 8、 TPはテストピットの略)を 設置した (図

5)。 試掘 トレンチは地表面から手掘りによりおこな

い、約 4万年前の褐色風化スコリアを含む層など、遺

物が出土する可能性が低い層に到達したところで掘り

下げを終了した。遺物が出土したトレンチは拡張し、

遺物の広がりを確認した。TP-1と TP-5の 2地点で縄文土器

が出土したため発掘範囲を拡張したが、拡張した範囲から遺物

が出土しなかったため、遺物の分布は広がらないことを確認し

た。こうした状況から本調査は必要ないと判断し、調査を終了

した。

D.調査の結果
a.層序
調査地の層序は図 5に示した。土の色の表記は新版標準土色

帖に従った。 Iは表土、Ⅱ、Ⅲは黒ボク土で、野尻湖周辺で

[柏原黒色火山灰層]と 呼ばれる地層に対比できる。Ⅳ層は褐

色土で縄文土器等の遺物を含む。野尻湖周辺では [柏原黒色火

山灰層]が縄文時代早期以降の遺物包含層となっている (野尻

湖人類考古グループ,1987)が、この地点では褐色土から縄文

時代前期の土器が出土した。恐らくこの地点の褐色土 (Ⅳ層)

は [柏原黒色火山灰層]と対比される地層で、地形的な理由に

より、黒色系の色にならなかったものと思われる。V、 Ⅵ、Ⅶ

層は黄褐色系のローム層であるが、層の厚さは周辺地域と比べ

て薄く、Ⅷ層の褐色風化スコリア (野尻湖周辺で [赤スコ]と

呼ばれ、約 4万年前に黒姫山から降下した火山噴出物)を含ん

図4 遺跡の範囲と調査地の位置 `

家老路城跡 工事立会

神山B遺跡 調査地遠景 (南から)

神山B遺跡 調査の様子 (東から)
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・柱状図記載位置

クフ造成予定範囲

巨コ拡張範囲

I:表 土 粘性なし、しまりなくやわらかい

木の根が多い

Ⅱ:暗赤褐色土(Hue5YR3/2)

粘性なし、しまりあり

Ⅲ :暗赤褐色土(Hue5YR3/3)

粘性なし、しまりあり
Ⅳ :褐色土(Hue7.5YR4/4)

粘性あり、しまりあり

[遺物包含層]

V:明褐色土(Hue7.5YR5/8)

粘性あり、しまりあり

赤褐色スコリアの小片を含む

Ⅵ :褐色土(Hue7.5YR4/3)

粘性あり、しまりあり

赤褐色スコリアの小片を含む

Ⅶ :赤褐色土(Hue5YR4/8)

粘性あり、しまりなくさらさら

赤褐色スコリアの小片を含む

Ⅷ :褐色風化スコリア(Hue7.5YR4/4)

粘′性なし、しまりあり硬い

～010cmのかたまり状

― m

※標高の基準点が近くに無く、便宜的に EL(切り株 +2.5m)を基準値として用いた

図5 神山B遺跡の調査範囲と土層

でいる。山地の頂部付近ということで、全体的に各層は薄い印象である。            、

b.遺物の分布
TP-1では縄文土器片 1点と礫 1点、炭 1点が出土した (図 6)。 同層準から出土しており、同時代の遺物と考
えられるが、位置関係からは遺構等の存在を想定できない。TPT5か らは縄文土器片が 1点出土したのみであった。
c口 出土遺物

出土した縄文土器を図 7に示し、そのデータを表 2に示した。 lは深鉢の胴部と思われ、外面には撚糸文によ

り菱形をイメージしたモチーフが表現されている。胎土に少量の繊維を含む。縄文時代前期中葉の有尾式に併行
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TP-1

TP-5

凡 例

o           3m

縄文土器

礫

炭

図6 神山B遺跡の遺物の分布

図7 神山B遺跡出土の縄文土器

するものと思われる。 2は浅鉢の口縁部と思われる。幅 3～ 5mmの 隆帯で直線と曲線が描かれ、隆帯にはヘラ

状工具による細かい連続した刻み目が施されている。口唇部には隆帯が弧を描くように施されている。土器の色

調は白っぽい印象で、表裏ともに朱彩の痕跡が残る (図 8)。 縄文時代前期後葉の諸磯 b式に併行するものと思

われる。                                      、

TP-1か ら礫が 1点出土した。大人の拳大の安山岩の亜角礫で、一部に割れが見られる。部分的に赤化したと

ころもあるが不明瞭であるため、調理等に用いられた可能性がある、といった程度にとどめておきたい。

また、TP-1か ら1。5× lcm程の炭が出土した。

E.ま とめ

縄文時代前期の土器 2点を含む4点の遺物が出土したが、遺構は検出できなかった。 2点の土器の間には時期

差がある。こうした状況から、出土した遺物は原位置を保っておらず、流れ込み等によって調査地内へ入ったも

▲
　
　
■

　

●

1
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表2 神山B遺跡 縄文土器観察表
図
番
号

レ

チ

ト

ン

遺物
番号
遺物名 部位

出土

層準
文  様 調整 含有物

繊
維
痕

色  調 器壁

厚さ

(mm)
時 期 摘 要

外 面 内 面

TP-5 縄文土器 Ⅳ 単節 RLの 3条 の縄文
による撚糸文で菱形状
モチーフを描く

ナデ qt、 ho、 自、

赤、小レキ

有

り

にぶい

黄褐
橙 前期中葉 外面に黒

色付着物

TP-1 縄文土器 口縁 Ⅳ 隆帯上にヘラ状工具に
よる連続した刻み目

ナ デ qt、 ho、 自、
小レキ

淡黄 浅黄橙 前期後葉 内外面に

朱彩

qt:石英、ho:角閃石、白 :白色岩片、赤 :赤色岩片、小レキ :小 さな礫を表す

のと考えておきたい。調査地の北東側には丘陵地形の頂部があり、

平坦に近い地形が広がる。そうしたところに居住地があり、そこ

からの遺物の流入と思われ、遺跡の縁辺部と位置づけられよう。

信濃町では縄文時代前期の遺跡の調査例は少なく、日向林B

遺跡 (信濃町教育委員会,1995)、 市道遺跡 (信濃町教育委員会,

2001)や七ツ栗遺跡 (長野県埋蔵文化財センター,2000b)な ど

が報告されているのみである。これらの遺跡との関係も含め、今

後の信濃町における縄文時代前期の遺跡を研究する上で、わずか

※111:1は朱彩を表す  に__ゴ Cm

図8 神山B遺跡の縄文土器(図番号2)
ではあるが資料を追加することができた点が調査の

成果と言えよう。

4口 照月台遺跡

A口 概要

所在地    信濃町大字野尻字上ノ原758-1
原因 公園整備

調査方法   工事立会
調査面積   1,933ゴ (工事面積)

調査日 平成20年 10月 15日

出土遺物点数 0点
B口 遺跡の環境と調査に至る経緯、調査の結果

照月台遺跡は野尻湖の西方およそ500mの 丘陵上

に位置する遺跡である。上信越自動車道信濃町イン

ターチェンジ付近から北東方向へ下る丘陵の頂部と

緩斜面に広がる遺跡で、その大部分が「照月台」と

いう名の別荘地として利用されている。北東側の仲

町遺跡と、南西側の貫ノ木遺跡に挟まれるという位置関係

にある。1985年 に野尻湖発掘調査団により学術調査がおこな

われ (野尻湖人類考古グループ,1987)、 1997年 には店舗建

設に伴う発掘調査がおこなわれている (信濃町教育委員会 ,

2002)。 1999年 には国道18号線改築工事に伴い4780だ が調査

されている (長野県埋蔵文化財センター,2004)。 これらの

調査では主に旧石器時代の遺物が多数得られている。

この照月台遺跡内の国道18号線沿いで公園造成が計画され

た (図 9)。 かつてテニスコートになっていた場所で、平坦

に造成されていた。造成が盛り土によるものか、切り土によ

るものかは不明であったが、掘削の深度は20cm程度と浅い

計画であったため、工事立会で対応した。状況を確認したところ、掘削の範囲はテニスコート造成時の盛り土の

範囲内に収まり、黒ボク土以下の地層は保存されると確認できたため、調査を終了した。なお、テニスコート造

成時の盛り土の下には、黒ボク土以下の遺物包含層が残されている可能性が高いことが確認できた。今後さらに

深く掘削する工事等が計画された場合、発掘調査等が必要となる。

照月台遺跡・仲町遺跡の範囲と調査地の位置

照月台遺跡 工事立会
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5口 照月台遺跡

A口 概要

所在地    信濃町大字野尻字上ノ原758-3
原因 個人住宅建設

調査方法   工事立会
調査面積   225ゴ (工事面積)
調査日 平成20年 11月 21日

出土遺物点数 0点
B.調査に至る経緯と調査の結果
照月台遺跡内の国道18号線沿いで個人住宅の建設が計画され

た (図 9)。 この地点は隣接する店舗建設に先立って1997年 に

発掘調査がおこなわれた際、追加で試掘調査がおこなわれた場所である (信濃町教育委員会,2002)。 試掘調査

では、地表下には55～ 70cmの埋め土が確認され、さらに下位の褐色ローム層から石器が出土している。その遺

物包含層は地表からl m50cm以上下位であることが確認できている。今回の住宅建設では、基礎工事で掘削す

る深さが埋め土の範囲内に収まり、遺物包含層に達しないと判断されたため、対応は工事立会とし、状況の確認

をおこなって終了した。

6.清明台遺跡
A.概要
所在地    信濃町大字野尻1197-320
原因 車庫建設

調査方法   工事立会
調査面積   82ピ (工事面積)
調査日 平成20年 5月 16日

出土遺物点数 0点
B.遺跡の環境と調査に至る経緯、調査の結果
清明台遺跡は野尻湖の西側約1.5kmの台地上に位

置する。台地の東側には池尻川低地 (西たんぼ)が
広がり、東側には北へ流下する池尻川が流れる。川

との比高は約25mである。ここ一帯が清明台という

別荘地となっている。この地域では過去に野尻湖発

掘調査団による地質調査で旧石器時代の石器が採集され (野尻

湖人類考古グループ,1994)、 また、2006年 には個人住宅建設

に伴う発掘調査がおこなわれ、旧石器時代の遺物が多数得られ

ている (信濃町教育委員会,2007a)。

今回、遺跡内で車庫の建設が計画された (図10)が、基礎工

事により掘削する幅が狭小のために発掘調査は困難と判断され

たため、工事立会を実施した。掘削の深度は40cm程度で、黒

ボク土の範囲内に収まり、旧石器時代の遺物包含層である黄褐

色ローム層の深さまで達しないことを確認した。また、黒ボク

土からは縄文土器等の遺物も確認できなかったため、調査を終

了した。

7.上ノ原遺跡
A口 概要

所在地

原因

調査方法

調査面積

調査日

信濃町大字柏原字上ノ原182-46

倉庫建設

工事立会

220ゴ (工事面積)

平成20年 6月 17日

照月台遺跡 工事立会

図10 清明台遺跡の範囲と調査地の位置

清明台遺跡 工事立会

上ノ原遺跡 工事立会
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出土遺物点数 0点
B口 遺跡の環境と調査に至る経緯、調査の結果

上ノ原遺跡は貫ノ木遺跡と東裏遺跡に挟まれた丘

陵上に位置する。遺跡は面積が広 く、過去に多数の

発掘調査が実施されてきた。主な調査は1990年の開墾

に伴う発掘調査 (中村,1992a、 1992b)、 1994～ 1995

年の上信越自動車道建設に伴う発掘調査 (長野県埋

蔵文化財センター,2000a、 2000b)、 1995年 の店舗

兼住宅建設 (上ノ原遺跡第 4次調査 )、 個人住宅建設

に伴う発掘調査 (信濃町教育委員会,1996)、 1995～

1996年の県道改良に伴う発掘調査 (信濃町教育委員会,

2008b)、 1997年 のガスパイプライン建設に伴う発掘

調査 (信濃町教育委員会,2007b)、 2006年 の研究所

建設に伴う試掘調査 (信濃町教育委員会,2007a)な

どがあり、主に旧石器時代の多くの遺物が得られてい

る。

図11 上ノ原遺跡の範囲と調査地の位置

上ノ原遺跡内で倉庫の建設が計画された (図 11)が、基礎工事によって掘削する範囲は狭く、発掘調査は困難

と判断されたことから、工事立会を実施した。現地はすでに削平されて、平坦になっており、旧石器時代の遺物

包含層である黄褐色ローム層は除去されていて、遺跡は残されていないことを確認し、調査を終了した。

83東裏遺跡
A3概要
所在地

原因

調査方法

調査面積

調査 日

信濃町大字柏原253-1ほ か

個人住宅建設

工事立会

770」 (工事面積)

平成20年 5月 23日

出土遺物点数 0点
B.遺跡の環境と調査に至る経緯、調査の結果
東裏遺跡は伊勢見山と国道18号線との間に位置し、

伊勢見山の南西の山麓に、北西・南東方向に細長く広

がる遺跡である。この遺跡は面積が広いことから、過

去に多数の発掘調査が実施されてきた。主な調査は

1993年の宅地造成と町道建設に伴う発掘調査 (信濃

町教育委員会,2004a)、 1993～ 1995年の上信越自動車

道建設に伴う発掘調査 (長野県埋蔵文化財センター,2000a)、

1996年のバスストップ建設、個人住宅建設に伴う発掘調査 (信

濃町教育委員会,1997)、 1997年のガスパイプライン建設に伴

う発掘調査 (信濃町教育委員会,2007b)、 1999年の個人住宅

建設に伴う発掘調査 (信濃町教育委員会,2000)な どがあり、

ほかにも小規模な発掘調査がおこなわれている (信濃町教育委

員会,2003b、 2005、 2007a、 2008a)。

東裏遺跡内で個人住宅の建設が計画された (図12)が、計画

は既存の住宅の南側へ新築するというもので、ここには以前に

倉庫が建っていて、現状は平坦に整地されていた。そのため遺

跡が残されている可能性は低いと判断し、対応は工事立会とした。基礎工事のため70cm前後の幅で、50cm前後

の深さで掘削された地層を確認したところ、建設地は南側へ下る傾斜地を平坦に整地したため、南側は盛土が施

されており、黒ボク土以下の遺物包含層が残されていることがわかった。南側を中心に遺構と遺物の確認に努め

たが、それらは発見できなかったため、調査を終了した。

図12 東裏遺跡・

東裏遺跡 工事立会｀
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9.東裏遺跡
A.概要
所在地

原因

調査方法

信濃町大字柏原353-2ほ か

車庫建設

工事立会

調査面積   34」 (工事面積)
調査日 平成20年 10月 3日

出土遺物点数 0点
B.調査に至る経緯と調査の結果
東裏遺跡内で車庫の建設が計画された (図 12)。 平成14年に

個人住宅建設に先立って実施した発掘調査で、260点の旧石器

時代の石器が出土した地点 (信濃町教育委員会,2003b)の隣接地のため、石器が出土する可能性があったが、

基礎工事によって掘削する幅が狭小なために発掘調査は困難と判断されたため、対応は工事立会とした。工事で

の掘削の深度は約30cmで、その内、上部の20～25cmは 黒ボク土で、 5～ 10cmが黄褐色ローム層であった。平

成14年の発掘調査では黄褐色ローム層以下の層準から石器が出土したが、今回は黄褐色ローム層の掘削が 5～

10cmに とどまったことから、旧石器時代の遺物包含層への影響は少なく、現地で保存されることが確認できた

ため、調査を終了した。

10.落影 (五厘山)遺跡
A.概要
所在地    信濃町大字穂波字古道畑1484
原因     倉庫建設
調査方法   工事立会
調査面積   105ゴ (工事面積)
調査日 平成20年 10月 27日

出土遺物点数 0点
B口 遺跡の環境と調査に至る経緯、調査の結果

落影 (五厘山)遺跡は落影の集落の中央部と五厘

山の北側へ下るすそ野に広がる遺跡で、平安と中世

の遺跡である (信濃町教育委員会,2003a)。 これま

でに発掘調査は実施されておらず、遺跡の詳細は不

明である。

落影遺跡内で倉庫の建設が計画された (図13)が、計画では

既存の建物を撤去した後、同じ位置へ建設するというもので、

既存建物の基礎工事及びその撤去によって大きく改変され、遺

跡が残されていない可能性が高いと判断されたため、対応は工

事立会とし、状況の確認をおこなって終了した。

11.霊仙寺遺跡

A口 概要

所在地    信濃町大字大井字家添2756-1ほ か
原因 倉庫建設

調査方法   工事立会
調査面積   46」 (工事面積)
調査日 平成20年 5月 14日

出土遺物点数 0点
B口 遺跡の環境と調査に至る経緯、調査の結果

霊仙寺遺跡は飯縄山の北東側に位置する霊仙寺山の東へ下

る緩斜面上に位置する遺跡で、中世の山岳信仰の史跡霊仙寺

跡 (長野県指定)の範囲がそのまま遺跡範囲となっている (信

東裏遺跡 工事立会

図13 落影 (五厘山)遺跡の範囲と調査地の位置

落影 (五厘山)遺跡 工事立会

霊仙寺遺跡 工事立会
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濃町教育委員会,2003a)。 しかし、中世の発掘資料

はほとんどなく、平成15年度及び16年度に実施した

ため池整備関連の発掘調査では縄文時代早期と平

安時代の遺物が出土している (信濃町教育委員会 ,

2004b、  2007c)。

霊仙寺遺跡内で倉庫の建設が計画された (図 14)

が(建設地には以前に倉庫があり、撤去後は平坦に
整地されていた。基礎工事で掘削する範囲が狭小な

ことから、対応は工事立会とした。基礎工事のため

に重機によって50～70cmの 深さで掘削された地層

を見ると、西側は全体が客土されており、東側は上

半が客土、下半がシルト層となっていた。遺物包含

層である黒ボク土は確認できなかったことから、こ

の地点には遺跡は残されていないことを確認し、調

査を終了した。
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長野県埋蔵文化財センター 2004『一般国道18号 (野尻バイパス)埋蔵文化財発掘調査報告書2 信濃町内その2 貫ノ木遺跡・
照月台遺跡』

中村由克 1992a「速報 長野県上ノ原遺跡における細石器文化の遺構 (I)」 『考古学ジャーナルヽ342』
中村由克 1992b「速報 長野県上ノ原遺跡における細石器文化の遺構 (Ⅱ )」 『考古学ジャーナルヽ344』
野尻湖人類考古グループ 1987『野尻湖遺跡群の旧石器文化 I』
野尻湖人類考古グループ 1994「野尻湖遺跡群における文化層と旧石器文化」『野尻湖博物館研究報告第2号』

図14 霊仙寺遺跡の範囲と調査地の位置
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写真図版

1.神 山B遺跡 TP-1の遺物の出土状況 (遠景 ,
西から)

3.神山B遺跡 TP-5の遺物の出土状況 (遠景 ,

西から)

2.神 山B遺跡 TP-1の遺物の出土状況 (近景,南
西から)

南

4.神 山B遺跡 土層 (TP-2南壁)

5。 神山B遺跡 縄文土器 (図番号 1)の出土状況 6.神 山B遺跡 縄文土器 (図番号 2)の出土状況

7.神山B遺跡出土の縄文土器
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縄文時代前期中葉～後葉 縄文土器など 4″点 有尾式、諸磯B式併行土器出土。
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